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研究室紹介

医学部　解剖学

　本学医学部の授業が統合カリキュラムに再編され
て10 年以上が経過しました．コースの名称は「人体
の構造と機能」，ユニット名は「構造系実習」となり，
かつての「解剖学」という「科目名」は消滅しています．
私だけかもしれませんが，学生時代には「解剖学」とい
う音の響きをとても重厚に感じていました．教師に
なって以来，「解剖実習」という言葉にとても親しみを
感じています．
　それでは学生たちが難しい呼び名を使っているか
というと，そうでもありません．大多数の1 年生は

「人体の構造と機能 1」コースとは言わず「解剖」と呼び
習わしています．確かに授業の大半は解剖学の所属教
員が担当しているのですが，シラバスにも掲げ，呼称
にも込めた諸学問の統合という理念は，あまり浸透し
ていないようです．
　統合カリキュラムでは，基本学科の枠を超えた教員
チームを編成しています．かつては肉眼解剖学，組織
学，発生学，神経解剖学などの教育をふたつの教室（講
座）で分担していましたが，今では「第一解剖の試験」
などはありませんし，「解剖の成績」もありません．
最近では講義よりも体験学習（演習や実習）の比率が
増加したため，個人の力量よりもチームの総合力が学
習支援に発揮されるようになっています．
　さて話は変わります．少し前になりますが，解剖学
者の現状と将来像を考えるワークショップで，ある教
授が「アイデンティティ・クライシス」という表現を
用いていました．昔は解剖学の専売特許のような特殊
な研究技法があり，特に開発途上の可視化技術には職
人芸が要求され，この種のワザが学問の独自性を裏付
けていた面もありました．しかし今日，研究技法の多
くが簡便化・共有化されるようになり，汎用性の高い
技術ほど価値が高いとみなされています．それに加え
て医学教育の統合化が急速に進み，教育分担の枠組も
曖昧になりつつあります．

　私は初対面の人に「ご専門は何ですか？」と尋ねら
れた際に「解剖実習です」と答えていた時期がありま
した．その頃は「お父さんの職業を聞かれたら学校の
先生と言え」と息子に言い聞かせていました．しかし
これでは頑なすぎる（皮肉にとられる？）と反省して，
最近は「臨床解剖です」と言うことにしています．臨床
医を育成することを主眼とする大学にあっては，研究
にも教育にも「臨床」を強く意識することが重要と思っ
ています．
　私自身は臨床研修に専念した時期があり，何もで
きない医学生が患者さんや先輩に育てられることを
実感していますし，この体験が学部や大学院の教育
を支えています．一方，解剖学の同僚教員のキャリア
は実に多様で，出身学部をとっても医学部，理学部，
農学部，獣医学部と様々で，ライフサイエンスという
共通項だけです．研究分野も色々ですが，神経解剖学
からスタートしたのは私だけ，細胞生物学や実験発生
学をバックグラウンドに持つ方が主流派です．
　多様な研究の共通点を強いて挙げれば「形をみる
ことから出発する」ことかもしれません．個体が出
来上がるまでの過程を形態形成といいますが，この
発生 developmentという現象が解剖学のメインテーマ
です．注目する構造がそのような経過で変容していく
のか？ そのメカニズム（分子機構）は？ その運命は
変えられるのか（可塑性）？ 等々の問題を解明してい
くのです．
　ざっくり言ってしまえば生物は4 次元の構造体
です．形態形成の段階が最もダイナミックですが，
時間変化という視点で眺めると，成長も老化の過程
も，広い意味での「発生」です．刻々変化している現象
の時間を止めて，立体構造を細かくつぶさに調べると
か，培養皿の上で（顕微鏡の下で）発生しつつある個
体を観察するとか，切り出された臓器や細胞が異なる
培養条件でどのように変化するか，あるいは特定の

医学部　解剖学

永島　雅文



埼玉医科大学雑誌　第 40 巻　第 2 号　平成 26 年 3 月 163医学部　解剖学

遺伝子の働きを抑制した動物について発生の影響を調
べる，といった研究を進めています2, 4 - 9)．
　形の意味を探ることも重要です．ヒトには個体差
というものがあり，顔の形が違うように，血管の形や，
脳や骨の形にも微妙な違いがあります 10)．関節リウマ
チの軟骨のように，病気になることで形を変える部分
だってあります 1)．臨床の先生方が「実際にはどうなっ
ているのか」を調査したいと解剖学を訪れることがあ
ります．
　 例 え ば「 手 術 で 問 題 と な る こ の 場 所 を 詳 し く
調べたい」という動機もあれば，「手術操作がうまくい
かないケースがあるのは，個体差によるものなのか」
という関心もあります．調査の方法も，限られた対象

（ご遺体）を徹底的に詳しく検討するやりかたと，注目
する構造を類型化して数多くのご遺体を調べるとい
う，ふたつの研究手段があります 3, 10)．いずれにして
も，ベッドサイドの疑問を持ってくる人は，問題の
解決に至る過程で多くのことをご遺体から学びます．
誠実にご遺体の解剖所見という事実と向き合えば，
得るものは大きい．臨床家の参考になるような優れた
論文に結実することも夢ではありません．
　毎夏，課外学習プログラムとして「臨床解剖セミ
ナー」を開催しています．毎回，40 名ほどの学部学生
が自分たちの課題をもって勉強に来ますが，多くの外
科チームが模擬手術を供覧してくれます．いつも感心
することですが，エキスパートの外科医ほど「勉強に
なりました」とご遺体に深く頭を下げるのです．解剖
を経験することは，いつでも，生命に対する理解や認
識を深めることになるのです．「上手くなるためのト
レーニング」という意味ではありません．「知りたい
疑問に必ず答えてくれる」ということなのです．
　研究室の教員による研究成果の一部を紹介します．
興味のある方はいつでもおこしください．できること
なら何でも協力いたします．
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